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大麦での土壌診断に基づく
施肥体系毎の

生育追跡調査試験

ちくま営農センター 和田 新

１．試験の目的

• ちくま管内での大麦品種「シュンライ」の作付けは、ブロックローテーショ
ン及び二毛作による水田後作栽培が多く行われている。

• 近年、生産者ごとの熟期・収量の差が課題となっており、施肥基準どおり
に施肥されているものの格差が認められる事から、土壌ｐＨ等の土壌的
問題も可能性として想定される為、土壌診断を行ったうえで、生産者（施
肥方法）毎に生育・収量の追跡調査を行い、課題解決の方向性を検証し
た。
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圃場概要

品種 面積（ａ） 作付体系
大麦単収
（ｋｇ/10ａ）

前年の大麦の
作柄等級

試① 赤塚
シュンライ

３６ 麦、水稲の２毛作 ３６８ １等１００%

試② 原山
シュンライ

１９ 麦１年、水稲２年 ３２５ １等４７%

試③ ちくま興農
シュンライ

１１ 麦１年、水稲２年 ４０７ １等４２%

土壌診断結果（抜粋）

区分 CEC ｐＨ（H2O） EC 可給態りん酸 交換性カリ

試①
赤塚

１６．０ ６．３ ０．０６ ８．１ ３４

試②
原山

１６．９ ５．８ ０．１１ ５．６ ３６

試③
ちくま興農

１３．６ ６．０ ０．０４ ４．３ ２９

• 全体的に土壌酸度がやや低め

• ｐＨ６．５を目安として石灰施用の必要あり
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播種前の施肥状況

区分 資材名
施用量

（１０ａあたり）
N‐P‐K
（ｋｇ/１０ａ）

試①
赤塚

ｾﾝﾁｭﾘｰ
高度化成444
一施肥二鳥

４０ｋｇ
１０ｋｇ

５．６‐５．６‐５．６
２．３‐１．５‐１．２

試②
原山

オール１４
５０ｋｇ

（前年より１０ｋｇ増）
７．０‐７．０‐７．０

試③
ちくま興農

一施肥二鳥 ５０ｋｇ １１．５‐７．５‐６．
０

一施肥二鳥

麦・タマネギの全量基肥肥料

ＬＰコートＳ３０を窒素全量の５０%含有

• 赤塚氏は基肥 + 一発肥料 （+後日追肥も）

• 原山氏は基肥のみだが、１０ｋｇ増肥した

後日追肥１回予定

• ちくま興農は一発肥料のみ

（参考）麦施肥基準

施用方法 時期 資材名
施用量

（１０ａあたり）
N‐P‐K
（ｋｇ/１０ａ）

基肥
一発

播種前 一施肥二鳥 ４０ｋｇ ９．２‐６．０‐４．８

分肥

播種前 ＢＢ４７３ＺＳ ４０ｋｇ ５．６‐６．８‐５．２

３月上旬
越冬後
～茎立期

硫安 １０ｋｇ ２．１

４月下旬
止葉展開期

硫安 ５ｋｇ １．１

• 基肥一発型

• 基肥 ＋ 追肥型

追肥は越冬後、止葉展開期の

２回に分けて施用

• 苦土石灰１０ａあたり１００ｋｇも施用し
て酸度矯正
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生育経過

区分 播種日
播種量
（ｋｇ/１０ａ）

越冬後の
茎数

（本/㎡）

追肥

（１０ａあた
り）

N

（ｋｇ/１０ａ）

試①
赤塚

１０/２０ ９ ６６３
硫安１０ｋｇ
３月下旬

２．１

試②
原山

１０/２５ １０ ８０７
硫安１０ｋｇ
３月上旬

２．１

試③
ちくま興農

１１/２１ １２ １８６ なし なし

• ちくま興農は大豆収穫作業後の麦播種となり、１カ
月ほど遅い

• 茎数は、越冬後３月８日の調査

• 赤塚氏は一発肥料入れているが、追肥も施用

• 原山氏は追肥直後くらい。増肥の結果か茎数が多
い

• ちくま興農は生育遅れ。追肥も施用しない
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収穫期

区分 稈長（ｃｍ）
穂数

（本/㎡）
坪刈実施日

坪刈収量
（ｋｇ/１０ａ）

坪刈千粒重
（ｇ）

坪刈蛋白
含有量（％）

試①
赤塚

９０．６ ３６３ ６/３ ６５１ ３９．９ １０．２

試②
原山

９８．６ ４００ ６/３ ７０７ ３８．９ ８．８

試③
ちくま興農

７５．４ ４２２ ６/１４ ５５１ ４１．２ １０．６

• 増肥した試②にて長稈傾向と、穂数の増加がみられる。
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まとめ

• 生産者ごとの収量、熟期の格差が特に課題となっていた。本試験にあた
り原山氏には増肥を依頼し、格差解消につながるか疑問だったが、結果
的には収量・熟期ともに改善が見られた。

• しかし、単純な窒素増肥では長稈による軽度の倒伏、低タンパクとなり新
たな課題が確認された。これは、得られた穂数・着粒数に対し、後半の窒
素吸収が不足したためと考えられる。

• 原山氏は大面積で種子生産も行っており、まずは倒伏を避け充実の良
い種子生産を目指す必要がある。

まとめ②

• 今回増肥によって一定の効果が得られたことを踏まえ、生育後半での窒
素成分の必要性が確認された。

• 赤塚氏は基肥に一発肥料を追加する事で収量・品質とも安定した栽培
が行われている。

• ちくま興農は晩播大豆の作業後で、麦が晩播となっても一定の収量が得
られている事が確認できた。

• 石灰施用の必要性が確認された為、施肥基準には苦土石灰を加えて施
用を誘導した。


